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１．はじめに 

 低レベル放射性廃棄物処分施設のうち余裕深度処分埋設施設のセメント系人工バリアの現場施工性を確認

することを目的として，実規模試験体を用いた現場施工性確証試験が実施されている 1)．そのうち，低拡散層

やコンクリ－トピットでは，打継目を設けないように高流動型のモルタルやコンクリ－トで連続的に打設する

ため，型枠に大きな側圧が作用するものと考えられた．そこで，本報では，高流動モルタル打設時に作用する

側圧を測定して型枠設計の妥当性について検討した結果を報告する． 

２．計測概要 

図－1 に実規模試験体の断面図・側面図お

よび側圧計測位置を示す． 
型枠に作用する側圧は，土圧計 (GE－

400kPa，東横エルメス製)を実規模試験体の

切羽側から 1.5ｍの位置の高さ方向 3 箇所

（底版上面から 0.3ｍ，2.65ｍ，5.0ｍ，ピッ

ト側）に設置して測定した．図－2 に土圧計

の設置図を示す．土圧計は予め押さえ金具

(鉄板 4.5mm)に付けてボルトでコンクリ－

トピットに固定した．鉄板とコンクリート面

の隙間は，急結セメントで充填した． 
側部低拡散層は，先行して施工した側部コ

ンクリ－トピット(鉄筋コンクリ－ト)および

埋設型枠として使用した側部溶脱抑制層プレキャスト

パネル(カ－ボン繊維補強コンクリ－ト)で囲まれた幅

0.5m，高さ 7.35m，延長 10ｍの計 36.8m3 の区画であ

る．高流動モルタルは，表－1 に示す膨張材を含んだ配

合で打設口1箇所からコンクリ－トポンプ車を用いて連

続打設した（打設速度約 1.5m/hr）． 
側部低拡散層モルタルの型枠に作用する側圧は，土木

学会高流動コンクリ－ト施工指針 2）に準拠し，液圧（＝

モルタル単位体積重量 22.3kＮ/m3×打設高さ）として設

計した．型枠支保工はプレキャストパネルと鋼製型枠を

ボルトで固定し，縦方向および横方向支保工を介して，

サポ－トで空洞壁面へ支持した． 
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図－1 試験体および側圧計測位置

表―1 高流動モルタルの配合 

図－2 土圧計の設置図 
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３．計測結果および考察                                          

図－2 に施工の時系列毎に側圧の

高さ分布をまとめた．また，表－2
に設定値（液圧から計算した土圧計

位置の側圧）と実測値の比較を示す．

図－3 にモルタル打設時の側圧と打

設高さの関係を，図－4 にモルタル

打設後の側圧の経時変化を示す． 
(1)モルタル打設時                                        

図－3 から，モルタル打設時に作用した側圧は，いずれの位

置でも打設高さが計器設置高さから約 1ｍの範囲で液圧（図中

点線）とほぼ同等の値を示した．そして，計器設置高さから

1.6～1.7m 程度で側圧は最大値 25.1～29.6kＰa を示し，モル

タル打設終了時の液圧（52.4～157.2kPa，表－２中の設定値）

に比べて小さい値を示した． 
(2)モルタル打設後～型枠支保工解体後 

図－4 から，モルタル打設終了後の硬化過程

で側圧が上昇し，最大値 134.8kPa(土圧計

1(上))，69.6kPa（土圧計 2（中）），116.2kPa
（土圧計 3(下)）を示し，部分的に液圧以上の

値が作用した．側圧は，その後多少変動を繰り

返しほぼ収束した．また，型枠支保工を解体し

ても値にほとんど変動は無かった． 
側圧が上昇した理由は，膨張材による影響と

考えられる．また，土圧計 1(上)および土圧計

3(下)の側圧が土圧計 2（中）に比べて大きくな

ったのは，図－1 に示したように土圧計が横方

向型枠支保工の近傍に設置したため，支保工で

拘束されたモルタル膨張圧が土圧計に作用し

たことが原因と思われる． 
４．まとめ 

以上の測定結果から，打設中の側圧は打設高

さ約 1ｍまでは液圧と同等の値が作用したが，

その後最大 30kPa 程度の値をとり，設定値ま

では上昇しなかった．しかし，打設終了後の側

圧はモルタルの硬化過程で作用する膨張材の影響で最大 70～135kPa まで上昇した．したがって，今後の側

部低拡散層の型枠支保工は，膨張材による側圧を考慮して設計するのが妥当であると考え，実設計に反映する

予定である．なお，本検討は電力共通研究として実施したものである． 
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図－2 側圧の高さ方向分布図 

図－3 側圧と打設高さの関係（モルタル打設時）

図－4 側圧の経時変化 
（モルタル打設後～型枠支保工解体後）

表－2 設定値と実測値の比較 
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土圧計1最大 支保工解体

打設時 打設後
土圧計1 52.4 25.1 134.8
土圧計2 104.8 26.1 69.6
土圧計3 157.2 29.6 116.2
*)液圧から計算した土圧計位置における側圧
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